立教学院理事長　小宮山　昭一　殿　　　　　　　　　　　２００６年６月２２日
　立教大学総長　　大橋　英五　　殿　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　申し入れ書

　　　件名　立教大学チャプレン長の件

　時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

さて、まことに悲しい事項ですが、２００１年４月、日本聖公会京都教区で聖公会を震撼とさせるような信じられないFH司祭による性的虐待事件が発覚いたしました。

現立教大学チャプレン長が京都教区主教在籍中の出来事でした。

被害者家族から連絡を受けた主教はすぐ司祭に面談し、本人が認めたので、辞表を書かせ、退職させることに決定し、教区の正式決定機関の臨時常置委員会に上程され承認されました。　ところが、その後まもなく加害司祭が事実無根（根も葉もないこと）と言い出し、それを受けて一旦退職が決定されたのに、武藤主教が辞表撤回と退職撤回という常識では考えられない決定をされた結果、一旦収拾を考えられた被害者家族もこの武藤主教の決定に怒り心頭、奈良地裁に提訴されました。当初、被害者側は謝罪と聖職からの追放を要求され、一旦退職を決定されたので示談が成立するはずだったのです。その後４年間教区主教上げて加害司祭を擁護し、応援したのです。武藤主教の考えられない判断ミスで重大な人権侵犯事件に輪を掛けた結果になったのであります。被害者は裁判での２次的な酷い虐待を受け、その傷は取り返しの付かないものになったのであります。性的虐待は被害女性の心に深い傷として一生残り、これほど酷い残酷な事件は他にあるでしょうか。　　

組織の長としての武藤主教の責任は特に重大なものであります。
その武藤主教が２００３年以来、立教大学という最高学府の霊的指導者の長として君臨されていることに私ども事件の関係者としては強い抵抗感を感じています。
武藤主教本人に対しては「自らの進退を自ら考えていただきたい」と再三連絡しておりますが久しく反応がありません。

またチャプレン長を任命した日本聖公会主教会に対しても質問状を送付していますが、

一向に返答がございません。よってここに理事会に対して今回の申し入れ書を送付することになりました。
性的虐待の加害者を擁護し、教区あげて支援した事件の経過、その実相について資料を添付いたします。事件の最高責任者が貴大学の霊的指導者の長のままで良いのかどうか貴理事会で真剣な討議をされたくここに申し入れ致します。
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